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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社

及び当社の関係会社）が判断したものであります。 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言解

除後、一時的に景気回復の兆しが見られたものの、再度感染が拡大し第２波と呼ばれる事態を迎えたこと

もあり、先行きが不透明な局面が継続しております。また、九州では７月の豪雨、９月の台風といった自然災

害にも見舞われるなど、厳しい状況となりました。 

このような環境の下、当企業グループは、「グッド アンド ビッグカンパニー」を目指し、連結子会社 25 社、

非連結子会社１社及び持分法適用関連会社１社を含め、物流を伴う現物問屋として、安心・安全な商品の

安定供給に努めるとともに、情報・物流・リテールサポート・品揃え・品質管理などの各機能を充実させ、総

合力を活かした営業体制の構築と物流事業の拡大に努めてまいりました。また、新型コロナウイルス感染症

拡大や自然災害等の中においても、「食」と「住」のインフラを担う中間流通企業として商品・サービスの安

定供給に努め、社会的使命を果たしてまいりました。 

しかしながら、当第２四半期連結累計期間における売上高は、2,378 億 79 百万円（前年同四半期比

9.8％減)となり、259 億 23 百万円の減収となりました。これは主に連結子会社において、前年同四半期比

192 億 40 百万円の大幅な減収、特に前年度まで業績堅調であった関東地区で業務用酒類や食材卸を展

開している子会社が新型コロナウイルス感染症拡大防止として外出自粛により得意先の休業・時短営業に

伴い、131 億 93 百万円の減収によるものであります。 

また、利益面におきましては、グループ全体でより一層の販管費削減を実施したものの、売上高の減収

に伴う売上総利益の減少のカバーには至らず、経常損失は３億 44 百万円となりました。前年同四半期と比

べ経常利益が25億 57百万円減少し、新型コロナウイルス感染症拡大に大きく影響された業績となりました。 

これは主に連結子会社において、前年同四半期比 21 億 18 百万円の大幅な減益、特に関東地区で業務

用酒類や食材卸を展開している子会社の 15 億 89 百万円の減益によるものであります。その結果、親会社

株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益を特別利益に計上いたしましたが、４億43百万円

(前年同四半期比 58.9％減)となりました。 

なお、第２四半期連結会計期間では、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益

は黒字転換となっており、第３四半期以降更なる業績改善に努めてまいります。 

（2）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 46 億 92 百万円減少し、

1,710 億 81 百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」の減少額 43 億 77 百万円によるものです。 

負債におきましては前連結会計年度末に比べ 25億 91 百万円減少し、1,170 億 65 百万円となりました。

主な要因は、「支払手形及び買掛金」の減少額６億 64 百万円及び未払消費税等を含む流動負債「その

他」の減少額 20 億４百万円によるものです。 

また、純資産におきましては前連結会計年度末に比べ21億円減少し、540億 15百万円となりました。主

な要因は、「資本剰余金」の減少額 16 億 58 百万円、「非支配株主持分」の減少額６億 78 百万円によるも

のです。 
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（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2020 年８月 11 日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,825 17,447

受取手形及び売掛金 50,700 49,259

電子記録債権 981 1,071

商品及び製品 9,389 9,394

仕掛品 355 366

未成工事支出金 86 77

原材料及び貯蔵品 877 954

その他 8,094 8,567

貸倒引当金 △562 △468

流動資産合計 91,747 86,670

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,386 16,248

土地 23,651 23,763

その他（純額） 10,699 9,463

有形固定資産合計 49,737 49,475

無形固定資産

ソフトウエア 537 554

のれん 18,026 17,803

その他 119 121

無形固定資産合計 18,683 18,479

投資その他の資産

投資有価証券 9,506 9,916

退職給付に係る資産 － 8

その他 6,551 7,082

貸倒引当金 △452 △552

投資その他の資産合計 15,605 16,455

固定資産合計 84,026 84,410

資産合計 175,773 171,081
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 58,046 57,381

電子記録債務 5,667 5,203

短期借入金 8,221 11,380

未払法人税等 1,026 1,262

賞与引当金 1,503 1,820

役員賞与引当金 18 －

完成工事補償引当金 3 2

その他 14,907 12,902

流動負債合計 89,394 89,953

固定負債

長期借入金 18,395 15,841

役員退職慰労引当金 658 389

退職給付に係る負債 584 540

その他 10,624 10,341

固定負債合計 30,262 27,111

負債合計 119,656 117,065

純資産の部

株主資本

資本金 2,974 2,974

資本剰余金 3,406 1,747

利益剰余金 42,930 42,782

自己株式 △0 △0

株主資本合計 49,310 47,503

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,636 3,940

退職給付に係る調整累計額 △249 △169

その他の包括利益累計額合計 3,386 3,771

非支配株主持分 3,419 2,740

純資産合計 56,116 54,015

負債純資産合計 175,773 171,081
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 263,802 237,879

売上原価 239,518 217,619

売上総利益 24,284 20,260

販売費及び一般管理費 22,313 21,186

営業利益又は営業損失（△） 1,971 △925

営業外収益

受取利息 11 12

受取配当金 73 69

仕入割引 40 32

持分法による投資利益 － 26

助成金収入 19 255

貸倒引当金戻入額 25 91

その他 268 354

営業外収益合計 438 840

営業外費用

支払利息 120 91

売上割引 45 43

持分法による投資損失 3 －

貸倒引当金繰入額 － 88

その他 25 36

営業外費用合計 195 259

経常利益又は経常損失（△） 2,213 △344

特別利益

固定資産売却益 15 9

投資有価証券売却益 240 1,411

保険解約返戻金 10 －

特別利益合計 266 1,421

特別損失

固定資産除売却損 10 21

減損損失 323 －

投資有価証券評価損 － 12

投資有価証券売却損 0 －

特別損失合計 335 33

税金等調整前四半期純利益 2,144 1,042

法人税、住民税及び事業税 1,180 963

法人税等調整額 △463 △389

法人税等合計 716 573

四半期純利益 1,428 469

非支配株主に帰属する四半期純利益 347 25

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,080 443
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 1,428 469

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △457 301

退職給付に係る調整額 18 79

その他の包括利益合計 △439 381

四半期包括利益 988 850

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 633 828

非支配株主に係る四半期包括利益 355 22
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2020年６月１日付で、連結子会社であるデリカSFホールディングス株式会社の株式を追加

取得いたしました。この株式追加取得等により、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が

1,658百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,747百万円となっており

ます。 
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